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実際のご相談からご支援までの流れ
＝＝実際の事例を組み合わせて紹介しています＝＝

本人の状況に合わせ、適切な
制度や支援がないか、本人と
一緒に考えていきます。

・発達障害（障害者手帳取得対象外）
・人間関係がうまくいかず離職を繰り返す
・両親は遠方に住んでおり経済的な支援はない

相談者
40代 Bさん（女性）

人間関係がうまくい
かず離職。

家計管理もできず、
生活困窮に陥って
いる状態で本人か
ら相談の電話が入
り、来所される。

本人の状況を一緒
に整理をしていく。

家計の状態を本人
も把握できていな
かったため、家計
表を一緒につけて
家計の状態を明ら
かにしていく。
（※1）

家計状況を「見える
化」した結果、家賃
が家計を圧迫して
いることに本人が
気が付く。

また、本人に就労
への意欲があった
ことから、住居確保
給付金（※2）の申
請を行う。

短期離職を繰り返し
ていたことから、

本人と相談し、就労
支援窓口と連携しな
がら、就労に向けて
活動開始。

住居確保給付金の
申請に伴う月4回の

面談で、家計の状
況についても定期
的に支援を行ってい
く。

就労支援によって
自分に合う仕事を
知る機会が増え
て、精神的にも安
定し、意欲的に求
職活動に取り組
んだことで、正規
職員として就職が
決まった。

自ら家計管理が
できるように就労
後も、本人と定期
的に面談をしなが
ら支援を行ってい
く。

相談が入る

くらサポでの相談支援

制度の利用 連携

（※1）家計改善支援事業
家計の状況と問題を明らかにし自ら管理できるよう、相談支援を進めていきます。

（※2）住居確保給付金（家賃を補助し、就職活動をサポートします）
離職等により住居を失った、または失うおそれの高い方に、一定期間家賃相当額を支給し、就労に
向けた支援を行います。令和７年４月から転居費用補助が新設されました。
受給にはそれぞれ要件があります。

数字から見るくらサポ

令和６年度の住居確保給付金の相談件数９６５件

住居確保給付金相談件数は年間1,000件近くあり、潜在的に居住支援の必要な相談者が多くいることが
分かります。申請者の90％以上が単身者であり、SNS等で発信されている情報を得て相談に来られる方
も多い状況です。
受給には要件があるため、まずはお電話にてお問合せください。
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